第２号様式
行政財産使用許可申請書

年　　月　　日
千葉県立美術館長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

申請者	氏　名	
及び　 代表者名	

次のとおり行政財産の使用の許可を受けたいので申請します。

１　使用の許可を受けようとする行政財産
(1)　所　在　地

(2)　区　　　分

(3)　種目・構造

(4)　数　　　量

２　使用の目的

３　使用期間　　　　年　　　月　　　日から（　　日間）

　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日まで

（別紙１　誓約書）

誓　　約　　書

私は、千葉県が千葉県暴力団排除条例（平成２３年条例第４号）に基づき、暴力団を利することとならないよう、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「暴対法」という。）第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は暴対法第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」という。）若しくは暴力団員と密接な関係を有する者を県の事務等から排除していることを承知したうえで、下記の者に該当せず、将来においても該当しないことを誓約します。
　この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は申し立てません。
　また、公有財産の　使用許可　において、下記の者に該当しないことを確認するため、千葉県からの調査に協力し、千葉県警察本部に照会することについて承諾します。

記
１　当該対象物件を暴力団の事務所その他これに類するものの用に供しようとする者
２　法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人で
ある場合は役員又は支店若しくは営業所の代表者、団体である場合は代表者、理事等、
その他経営に実質的に関与している者をいう。以下「役員等」という。）が暴力団員で
ある者
３　役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を
　加える目的をもって暴力団又は暴力団員を利用するなどしている者
４　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど
直接的にあるいは積極的に暴力団の維持運営に協力し、若しくは関与している者
５　役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなど
　している者
６　役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者
７　前各号のいずれかに該当する者の依頼を受けて  使用許可　の申請を行う者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
年     月    日

千葉県立美術館長　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　
住　　　　　　所　　
（ふりがな）　　　
　　　　　　　　　　　　氏名又は商号名称　　
（ふりがな）　　　　
　　　　　　　		及び代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


第２号様式展示室使用申請の記入例

行政財産使用許可申請書

令和○年○月○日
千葉県立美術館長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　千葉市○○区○○町
　　　　１－２－３
申請者	氏　名	 株式会社○○〇〇
及び　 代表者名	 代表取締役　○○　○○（印不要）

次のとおり行政財産の使用の許可を受けたいので申請します。

１　使用の許可を受けようとする行政財産
(1)　所　在　地　千葉市中央区中央港１－１０－１４展示室　４０３．２０　㎡
５展示室　８２４．１９　㎡
６展示室　３３０．５８　㎡
７展示室　５６６．５６　㎡



(2)　区　　　分　建物

(3)　種目・構造　事務所

(4)　数　　　量　展示棟　５６６．５６㎡（７展示室）

２　使用の目的　ミュージックビデオの撮影

３　使用期間　令和○年　　〇月　〇日から（　１日間）

　　　　　　　　令和○年　　〇月　〇日まで
第２号様式講堂使用申請の記入例
※　講堂も使用する場合は展示室の申請書とは別に申請書を提出ください。

行政財産使用許可申請書

令和○年○月○日
千葉県立美術館長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　千葉市○○区○○町
　　　　１－２－３
申請者	氏　名	 株式会社○○〇〇
及び　 代表者名	 代表取締役　○○　○○（印不要）

次のとおり行政財産の使用の許可を受けたいので申請します。

１　使用の許可を受けようとする行政財産
(1)　所　在　地　千葉市中央区中央港１－１０－１

(2)　区　　　分　建物アトリエ棟　
講堂
２５９．２４　㎡


(3)　種目・構造　事務所　　　　　　　　　　　　　　　　　

(4)　数　　　量　アトリエ棟　２５９．２４㎡（講堂）

２　使用の目的　ミュージックビデオの撮影講堂の使用日


３　使用期間　令和○年　　〇月　〇日から（　１日間）

　　　　　　　　令和○年　　〇月　〇日まで

（別紙１　誓約書）記入例


誓　　約　　書

私は、千葉県が千葉県暴力団排除条例（平成２３年条例第４号）に基づき、暴力団を利することとならないよう、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「暴対法」という。）第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は暴対法第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」という。）若しくは暴力団員と密接な関係を有する者を県の事務等から排除していることを承知したうえで、下記の者に該当せず、将来においても該当しないことを誓約します。
　この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は申し立てません。
　また、公有財産の　使用許可　において、下記の者に該当しないことを確認するため、千葉県からの調査に協力し、千葉県警察本部に照会することについて承諾します。

記
１　当該対象物件を暴力団の事務所その他これに類するものの用に供しようとする者
２　法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人で
ある場合は役員又は支店若しくは営業所の代表者、団体である場合は代表者、理事等、
その他経営に実質的に関与している者をいう。以下「役員等」という。）が暴力団員で
ある者
３　役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を
　加える目的をもって暴力団又は暴力団員を利用するなどしている者
４　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど
直接的にあるいは積極的に暴力団の維持運営に協力し、若しくは関与している者
５　役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなど
　している者
６　役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者
７　前各号のいずれかに該当する者の依頼を受けて  使用許可　の申請を行う者様式２許可申請書と
同じ日付・住所
・申請者(代表者)名


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
令和○年○月○日

千葉県立美術館長　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　
住　　　　　　所　　千葉市○○区○○町１－２－３
（ふりがな）　　　
　　　　　　　　　　　　氏名又は商号名称　　株式会社○○〇〇
（ふりがな）　　　　
　　　　　　　		及び代表者名　　代表取締役　○○　○○(印不要)　　　　　　　　


